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政
府
は
、
さ
き
の
答
弁
に
よ
り
市
町
村
農
地
委
員
会
は
国
家
機
関
で
は
な
く
、
又
そ
れ
に
勤
務
す
る
書
記
も
国
家
公
務
員

で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
し
か
ら
ば
農
地
委
員
会
書
記
は
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
従
つ
て
市
町
村
吏
員
と
し

て
の
身
分
の
保
障
が
與
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

今
回
の
一
万
二
千
名
の
首
切
り
も
、
農
地
委
員
会
書
記
が
そ
の
勤
務
上
に
お
い
て
な
ん
ら
か
く
首
さ
れ
る
理
由
が
な
い
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
單
な
る
政
府
の
財
政
難
を
理
由
と
し
て
い
る
の
み
で
、
一
方
的
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
労
働
者

の
基
本
的
人
権
を
無

す
る
前
代
未
聞
の
罪
惡
行
為
で
あ
り
、
断
じ
て
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
つ
て
政
府
は
、

農
地
委
員
会
書
記
の
身
分
に
関
す
る
次
の
諸
点
に
対
し
、
そ
の
法
的
根
拠
を
明
確
に
挙
げ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。 

、

し
か
る
に
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
そ
の
責
任
は
政
府
に
無
し
と
卑
怯
き
わ
ま
る
態
度
を

と
つ
て
い
る
。 

一 

農
地
委
員
会
は
、
地
方
公
共
団
体
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
あ
り
、
そ
の
経
費
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
て
い 

農
地
委
員
会
書
記
の
身
分
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

、 
 

三 

 



四 

農
林
省
責
任
編
集
、
農
地
委
員
必
携(
農
地
委
員
会
全
国
協
議
会
発
行)

第
一
三
九
頁
第
一
行
に
「
農
地
委
員
会
の
職
員

は
中
間
的
な
性
格
を
持
つ
て
い
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
中
間
的
存
在
と
い
う
も
の
は
存
在
し
得
る
の
か
、
又
そ
の

よ
う
な
存
在
は
い
か
な
る
身
分
上
の
保
障
を
與
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
に
つ
き
政
府
の
見
解
如
何
。 

五 

市
町
村
職
員
た
る
身
分
を
有
す
る
も
の
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
市
町
村
吏
員
と
同
一
で
あ
る
と
解
す
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
見
解
如
何
。 

三 

政
府
は
、
農
地
改
革
事
業
創
設
以
来
今
日
ま
で
、
な
に
が
故
に
農
地
委
員
会
書
記
の
身
分
を
市
町
村
職
員
た
る
身
分
を

有
す
る
も
の
と
い
う
あ
い
ま
い
な
も
の
に
し
て
、
今
日
ま
で
に
至
つ
た
の
で
あ
る
か
。
か
か
る
存
在
を
今
日
ま
で
放
置
し

て
お
い
た
そ
の
理
由
如
何
。 

、
、
、
、

二 

さ
き
の
答
弁
で
は
、
農
地
委
員
会
書
記
は
市
町
村
の
職
員
た
る
身
分
を
有
す
る
も
の
と
い
つ
て
い
る
が
、
か
か
る
あ
い

ま
い
な
取
扱
に
よ
つ
て
市
町
村
職
員
と
し
て
の
取
扱
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
如
何
。 、

、
、

四 

る
の
で
あ
る
か
ら
、
農
地
委
員
会
書
記
は
市
町
村
吏
員
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
政
府
の
見
解
如
何
。 

、 
 

 

 
 
 

 

 

 



九 

農
地
委
員
会
書
記
が
、
労
働
基
準
法
に
基
く
災
害
補
償
を
受
け
る
場
合
、
そ
の
責
任
者
は
市
町
村
長
で
あ
り
、
支
拂
責

任
者
も
市
町
村
長
と
解
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
き
政
府
の
見
解
如
何
。 

六 
現
在
農
地
委
員
会
書
記
は
、
市
町
村
長
が
こ
れ
を
雇
よ
う
し
、
市
町
村
長
よ
り
俸
給
を
受
け
て
い
る
。
従
つ
て
書
記
の

身
分
保
障
に
つ
い
て
の
責
任
者
は
市
町
村
長
で
あ
る
と
解
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
き
政
府
の
見
解
如
何
。 

、

七 

農
地
委
員
会
書
記
が
、
従
来
の
業
務
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
業
務
に
つ
く
場
合
は
、
今
日
ま
で
同
一
職
場
内
の
配
置
転

換
と
し
て
取
り
扱
い
、
従
つ
て
退
職
金
も
給
與
せ
ず
、
退
職
、
新
規
採
用
等
の
手
続
も
せ
ず
継
続
勤
務
と
し
て
処
置
し
て

き
て
い
る
が
、
こ
の
慣
例
か
ら
推
察
す
る
に
、
市
町
村
吏
員
と
し
て
身
分
上
の
待
遇
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
今

後
も
市
町
村
長
は
農
地
委
員
会
書
記
の
増
減
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
農
地
委
員
会
書
記
の
身
分
を
他
吏
員
と
同
一
に
取
り

扱
う
責
任
と
義
務
が
あ
る
と
解
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
如
何
。 

八 

本
年
三
月
末
を
も
つ
て
農
地
委
員
会
書
記
は
予
算
上
よ
り
一
名
か
く
首
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
か
く
首
の
当
事

者
は
、
政
府
か
市
町
村
長
か
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

、

、

右
質
問
す
る
。 

、 
 

 

 

、 

五

、 
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